








































































の8)，親族相盗例等における刑の必要的免除 (244条 1項， 251条， 255条， 257条
1項)，がある。
め たとえば，佐伯仁志「未遂犯論J法学教室 304号 (2006年)136支。
4) 本格的な研究書に限っても，すでに古典とも言える香川!達夫『中止未遂の法的性
格~ (有斐閣， 1963 年)をはじめとして，山中敬一『中jと未遂の研究~ (成文堂，
2001 年)，町田行男『中止未遂の理論~ (現代人文字土， 2005年)，金津真理『中止未




ノレ刑法〔第 2 版〕第 2 巻~ (青林警続， 1999年)400頁以下〔摺議幸男ヱ中山隆夫)，























































































































































































































6) 平野龍一「中止犯J隠『犯罪論の諸問題(上) 総論~ (有斐閣， 1981年)145 
頁。さらに，山口厚「中止犯j 同『罪喜怒探究刑法総論~ (有斐閣， 1998年)220頁，
和国俊憲「中止犯論j刑法雑誌42巻 3号 (2003年)282頁以下。
7) たとえば，和田・前出注 6)284頁，井田良「中止犯J隠『刑法総論の理論構造H成
文堂， 2005年)277頁，佐伯・前出注 3)129賞以下，山口厚『刑法総論〔第 2版H(有




8) 沼田典之『刑法総論〔第 2絞]J(弘文堂， 2010年)316 Jf。さらに，一般予防的
観点を完全に排斥する政策説の立場として，伊東研祐「積極的特別予紡と責任非難
一中止犯の法的性格を巡る議論を出発点にJ香川|遂夫博士古稀祝賀刊!日事法学の課
題と展望~ (成文堂， 1996年)273 Jf以下。




11) 香川達夫「中止犯JW総合判例研究議書刑法C3H (有斐閣， 1956年)64頁，木村














16) たとえば， 1端博『刑法総論議義〔第2版H(成文堂， 2006年)4791室，大塚仁
nru法概説(総論) [第4版H(有斐閣， 2008年) 258 頁，佐久間修『刑法総論~ (成
文堂， 2009年)334頁。
17) 山口・前出注 6)223夏以下，問・前出注 7)279頁以下。
18) 佐伯・前出注 3)129頁。
19) 山口・前出注 6)224 N以下。
20) 西田・前出注 8)316賞。
21) 山口・前出注 6)225 N，佐伯・前出注 3)131頁，井町良[中止犯j現代刑事法







減軽事由としている。さらに， g雪国典之ほか編『注釈刑法第 1 巻~ (有斐閣， 2010 
年)669頁以下‘参照〔利回俊憲〕。





























シタノレ事実ニ非サノレJとし(大判大正2年 11月 18日刑録 19輯 1212頁)，短刀に
よる傷からの流血を見て中止したという事実について， I流血ノ遊ノレデ見テ





































































観説に立つものであったと思われる(福岡高判昭和 29年 5月29日高刑判特 26号
93 ][，福岡高判昭和 35年 7月20B下刑集2巻 7・8号994頁，和歌山地判昭和 38年 7月
22日下JfU集5巻 7・8号 756][，東京地判紹和 40年 4月28日判例終報 410号 16頁，東京
地判昭和 40年 12月10日下刑集 7者会 12号 2200頁，東京高判昭和 51年 7月14日判例時
報834号 106]室等)一方で，任意性を否定する判例は，動機内容を理由とする
主観説に立つもの(佐賀地判昭和 35年 6月27日下剤集 2巻 5・6号 938夏，東京地判
昭和 43年 11月6臼下刑集 10巻 11号 1113貰等)ないしは外部的事情の認識にも
とづく犯罪遂行の障害を理由とする客観説に立つもの(札幌高判昭和 36年2i=1
9日下刑集 3巻 1・2号34頁，東京高判昭和 39年 8月5日高芳u集17巻 6号 557頁等)が
見られた。その後，何らかの倫理的動機が存在することに言及したうえで客
観説的な判断にもとづいて任意性を肯定する判例が出現するようになり(横
浜地川崎支判昭和 52年 9月19日郎裁月報9巻 9・10J号， 739頁，福i司高判昭和 61年 3i=16
日高刑集 39巻 1号 l頁，東京高判昭和 62年 7月16日判例j時報 1247号140頁，名古屋高
判平成 2年 i月25日判例タイムズ 739号 243頁，東京地判平成 8年 3月28日判例時報
1596号 125頁，大絞t也事j平成 9年 6月18日判例碍報 1610号 155頁，札幌高判平成 13年
5月10臼判例タイムズ 1089号 298頁等l，さらには，動機内容とは無関係に純粋
な客観説の立場から任意性を肯定したと解される判例も現れるに至っている











































































る(大判大正 15年12月14日法律新聞 2661号 15頁)一方で，中止行為の任意性を
認めながらも， ["放火行為ニ着手後其ノ結果ノ発生テ独力防止シタノレモノニ








































中止未遂を認めたものがある(東京地判昭和 37年 3月17日下刑集4巻 3・4号 224
頁，東京地判昭和 40年 4月28日下TfU築 7巻 4号 766頁，東京地判昭和 40年 12汚 10日




見られる。 たとえば， 119番通報をした後に11:阪措置を行っ (名古屋高
54 
中止未遂の法約性質と成立要件



































稀祝賀記念論文集『雰と罰・非情にして人間的なるもの~ (信山社， 2005年)43 Jj[ 
以下，沼田ほか縞・前出注 22)684賞以下参照〔和田〕。
25) 平野・前出注 13)334頁，内藤・前出注 15)1291 ]主など。
26) たとえば，宮本英修『刑法大綱~ (弘文堂書房， 1935年)184 Jj[は，内部的障碍と
しての海改，漸懐，同情， 1舜↑潔等の作用を要求している。
27) 前回・前出注目)170~，原口・前出浅 7) 208 Jj[など。
28) 佼伯千初『刑法講義総言語 [4訂版H(有斐隠， 1981年)324頁，西田・前出主主8)
321頁など。
29) 山中・前出注 15)772頁以下。なお，悶・前出 4)95頁以下参照。
30) 井田・前出i主7)290頁，大谷・前出注 13)389頁， 1高間・前出注 13)236 ~以下
など。
31) 小野清一郎『新訂刑法講義総論~ (有斐閣， 1958年)186頁，木村亀二/阿部純二
『刑法総論〔増補版H(有斐隠， 1978年)362頁以下。なお，清水一成「中止未遂に
関する近時の判例の動向J現代刑事法45号 (2003年)53頁。
32) 倉寓勇三郎ほか編/松尾治血増補解題『増補刑法沿革総覧~ (1言山手土， 1990年)
1783 J[参照〔務行刑法成立過程の第 23回衆議読における政府委員王子沼綴一郎の答
弁〕。なお，野潔充「中止犯論の援史的展開 (2)J立命館法学 281号 (2002年)32 
~以下。
33) その内容は，内田文昭「いわゆる実行未遂につき中止犯が認められた事例J判例
タイムズ 609号(1986年)20~ における， rいったん抱いた『法益侵害意思』ぞ
『法』の呼びかけに応じて『放棄する意窓、j ….. w法益侵答回避意思Jで十分なりと
考えるj とする表現に端約に示されている。なお，自発的でない犯意の放棄の場合
には，中止未遂は当然に否定される(大判昭和 7年 10月8日刑集 11巻 1444~)。
34) 山口・前出注6)233頁参照。
35) 任意性に関する判例の動向については，香川・前出注 11)84頁以下，木村静子
f中止犯J 商原泰夫ほか編 PFU例刑法研究 4~ (有斐鴎， 1981年)51頁以下，塩見淳





36) 境見・前出注 35)75貰， 77頁参照。
37) 奥村正雄「中止行為の任意性j西国典之ほか編『刑法判例百選I総論〔第6版H
別清シ、ュリスト 189号 (2008年)141頁。
38) 塩見淳「不作為による中止の可否J~平成 11 年度重要判例解説』ジ、ユリスト臨時
増刊 1179号 (2000年)151頁，山口・前出注 7)282頁以下。なお， 1桑田和茂「中
止犯J芝原邦爾編『刑法の慕本判例』別締法学教室 (1988年)58頁，斎藤信治「実
行未遂と中止未遂j商問ほか編・官官出注 37)143頁。




40) 牧野英一「中止行為の真撃性」同『刑法研究 7 巻~ (有斐閣， 1939年)449頁以
下，間「中止犯と中止の真撃性J 同『刑法研究 8 巻~ (有斐閣， 1939年)295頁。
41) たとえば，香川i達夫「中止犯 (24条)J刑法雑誌 11巻 1・2号(1961年)74賞以
下，向・前出注 4)116頁以下。







45) 佐伯・前出注 3)132 fi。
46) 井出良『講義JtU法学・総論~ (有斐潟， 2008年)426 fi。
47) なお，和田・前出没 6)289頁，山口・前出注 7)284頁，伊藤渉ほか編『アクチュ
アル刑法総論~ (弘文主主， 2005年)271][ [安田拓人)，今井猛嘉ほか『刑法総論』
(有斐閣， 2009年)324貰〔矯爪隆〕。











稀祝賀論文集第 3 巻~ (成文堂， 1997年)258頁以下，原口{申夫 f実行未遂の中止行
為j柄蔭法学 11巻 l号 (2004年)1頁以下，名和鍛郎「結果防止行為の主主撃性J西
田ほか編・前出注 37)1441'[以下，参照。
50) たとえば，牧野英一『震訂日本刑法上巻~ (有斐閣， 1937年)316頁，香川・前出











































































としてきた(大判大正2年 11月18日刑録 19鵜 1212亥，大判大正 12年 7月2B刑集2
巻 610号，大判昭和 10年6月初日刑集 14巻 722頁，大判昭和 12年 12月24臼汗IJ集16























人予備罪J，最判昭和 24年5月17日裁判集刑事 10号 177頁〔強盗予備罪J，最大判昭和












































64) なお，城下裕二 I~予備の中止』についてJ 札幌学院法学 8 巻 2 号 (1992 年 )22
頁。
*本稿は，南山大学 2011年度ノtッへ研究奨励金I-A-2(研究助成・一般)にもと
づく研究成果の一部である。記して謝意を表する。
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